
息子、孫からの
「風邪をひいた！」『携帯電話の番号が変わった！」
の組み合わせに特に注意！!

※直接振り込め犯人と話をしなくてもすむため、「息子、孫」を騙っても、冷
静に対処できます。

●お問い合わせ／赤坂警察署　電話 ： 03-3475-0110

第18号
平成23年12月22日発行

　第10回
　藤島武二（ふじしま たけじ）
 　（1867年～1943年）
　1種イ31側1番甲1・2

「美術」という言葉は、明治維新以
降近代国家を目指す日本の1873年
ウィーン万国博覧会出品に当たり、
初めて使われました。この明治期か
ら昭和期にかけて日本の近代美術
を代表する洋画家の一人が藤島武
二と言えましょう。藤島は、半世紀
にわたり日本の近代美術の中心に
立ち続けました。

1867年（慶応3年）、藤島武二は鹿児島に生まれました。中学時代か
ら平山東岳に日本画を学び、上京して川端玉章に入門します。23歳で
洋画に転向した藤島は、翌年、「明治美術会」に入門します。この会は、
「東京美術学校」（現東京藝術大学）の開校に不満をもつ浅井忠らが
結成した日本初の洋画団体です。不満の理由は、初代校長・岡倉天心、
フェノロサらが、伝統美術の保護のため、絵画科を日本画に限ったか
らです。
その後藤島は、1896年（明治29年）、29歳のときに黒田清輝、久米
桂一郎らと「白馬会」を創立します。当時、三重県尋常中学校の助教諭
として津市に赴任していましたが、同郷の黒田清輝の推薦で、東京美
術学校西洋画科（新設）の助教授になります。
34歳からは、与謝野鉄幹、晶子刊行の雑誌「明星」、歌集「みだれ髪」

の表紙や挿絵を手がけます。1900年（明治33年）のパリ万国博覧会で
流行していたアールヌーボーをとり入れた美術と文学の交流は6年
間続きます。この頃、青木繁とともに、「明治浪漫主義絵画」の代表と
いわれていました。
1905年（明治38年）から4年間は、フランス、イタリアへ留学。帰
国後、東京美術学校教授になります。また、岡田三郎助と「本郷洋画
研究所」の設立、「川端絵画研究所洋画部」の新設と、以後30年に
わたり、多くの後進の指導にあたります。

文展、帝展などの審査員としても
活躍した藤島は、岡田三郎助、横山
大観、竹内栖鳳とともに、70歳で第
1回文化勲章を受章しました。
晩年は、理想とする「日の出」を追

い求めて、日本各地のみならず、台
湾、朝鮮、中国に出かけ、亡くなるま
で風景画を描き続けました。
1943年（昭和18年）、75歳で逝去
され、青山墓地に静かに眠っていま
す。墓石は、生前ご自身がデザイン
されました。代表作に「天平の面影」
（重文）「蝶」「黒扇」（重文）「旭日
照六合」などがあります。

国際交流協会・国際交流スペースを
ご存知ですか？

■ 国際交流スペースとは？
都営北青山一丁目アパート3号棟にある「国際

交流スペース」は、さまざまな交流のために地域
に開かれたスペース。財団法人港区国際交流協
会事務局の所在地でもあります。団体登録をす
れば無料で会議室が利用できます。フリースペー
ス利用には登録の必要はなく、普段から小中高
生や地元の方々、協会の日本語ボランティアや生
徒さんたちもよく利用されます。港区のチャレンジ
コミュニティ大学修了後の有志の方々の活動、独
居の高齢者に外に出てきてもらおうという活動
や趣味や学びの場にもなっているそうです。

● 国際交流スペース団体登録
5名以上のグループで半数以上が港区在住・在
勤・在学であれば団体登録ができ、会議室などの利
用も無料になります。 団体の規約、会員名簿、活動
計画の提出が必要です。
　北青山1-6-3  都営北青山一丁目アパート3号棟B1F
　一般財団法人  港区国際交流協会

■ 国際交流協会について
平成21年から一般財団法人化され、その設立趣旨を「港区を基点としてあ

らゆる人びとの国際的相互理解と友好交流関係を通じて、多文化共生社会
の実現に貢献すること」と掲げています。兼高かおるさんを会長とし、250名ほ
どのボランティアの方が活躍中です。外国人支援、バスツアーやハイキング、
大使館プログラムなどの国際交流イベント、通訳・翻訳の勉強会なども行って
います。平成19年から区内の全中学校が港区教育委員会の「国際人育成を
目指す教育特区」校となる前までは、国際交流協会で学校での通訳を担って
いましたが、今は、保育園、保健所などの説明会の通訳などを行っています。外
国人相談はボランティアや職員が対応しています。
■ 3.11対応
東日本大震災の際、普段から様々な外国人相談を受けている国際交流協
会に、外国人相談者や避難者がなく、残念である反面、大丈夫だったのかと
ほっとする気持ちがあったと事務局長である大友正弘氏は語ってくださいま
した。港区らしいといえば、震災後、水を被災地に1000本寄付したいという、
ある外国企業からのお申し出があったそうです。区役所や商店街友好都市と
の交流に関する協定を結んでいるいわき市など、担当窓口がわからず、やっと
国際交流協会にたどり着いたようですが、東京都の窓口を通じて被災地まで
つなぐことができたそうです。
■ 多世代交流・多文化共生の場へ
児童館のように指導者が常駐する施設ではあ

りませんが、子どもたちのマナーを注意すること
もしばしばあるそうです。廊下を走ってトイレに行
き、手を洗い、そのまま水を振り払って走る子ども
たちには、「お年寄りの人が水でぬれた廊下を歩
くと滑ってけがをしてしまうから」などと話すと理
解できるようです。せっかく、地域の多世代の利
用者がいるのですから、今後、大人のプログラム
にも子どもが自由に参加できたり、子どもたちが
役割を担うことのできる機会をつくっていけると、地域の交流スペースとして
より大きな意義が生まれそうです。小中学生が日本語を学ぶ方々と出会う場
にもなり多文化共生への可能性も広がります。

赤坂警察署からのお知らせ

赤坂消防署からのお知らせ
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赤坂 赤坂表一二町会…今こそ住民と企業の連携を！

青山
都営住宅北青山一丁目アパートは、東側に赤坂御用地、西側に神宮外
苑の銀杏並木など、観光スポットに囲まれた場所に位置しています。アパー
トの3・4号棟が、北青山一丁目アパート3・4号棟自治会のエリアです。平成
12年に設立された新しい自治会で、約400世帯が生活をしていますが、現

在は居住者の高齢化、近隣相互の交流
不足などの課題を抱えています。
そのような中、発生した東日本大震災
をきっかけに、『新・防災部』が発足しまし
た。地域の絆を深めるために、この新・防
災部を中心とした様々な活動を展開し始
めています。

青山通りの南北にまたがり、域内に
豊川稲荷を持つ赤坂表一二町会。かつ
ては、商店や職人も多く、子ども達の元
気な声が響く活発な町会でした。過去
に開催されていた豊川稲荷の盆踊りで
は、大いに町が賑わいました。
町会を取り巻く環境が大きく変わっ

たのが、東京オリンピック前の青山通りの拡幅と沿道への企業進出。やむ
なく転居する会員が相次ぎました。時を経て、現在では町会と企業が手
を取り合い、地域のために汗を流しています。町会加入について企業の理
解も深まり、今では事業所会員が、会員世帯を上回る程となりました。会
員と企業の交流の機会を設けるなど、都心ならではの町会の在り方を検
討し、知恵を出し合いながら活動しています。
東日本大震災以降、『災害時には地域に協力したい』、という企業も出

てきました。町会の活動が少しずつ実を結び始めています。

北青山一丁目アパート3・4号棟自治会
　…『防災』から始まる地域コミュニティ

赤坂表一二町会会報

3月11日の東日本大震災をきっかけに、当自治会の防災に関する意識は格
段に高まりました。大震災が起きた今、『自治会として何ができるのか』を考え、
『新・防災部』を立ち上げました。近くて遠い存在だった会員同士の顔を身近
なものとするため、役員同士知恵を搾り出している毎日です。その結果、10月
に実施した防災講演会と普通救命講習には多くの自治会員が集まり、自治会
内の雰囲気の高まりを実感しています。
有事の際はどう避難するのか、地域の安全・安心をどう実現するのか、これ

からも多くの課題に取り組んでいきます。その解決に向けて、近くにある青山
中学校との連携を含め、近隣自治会との輪も広げながら、住みよいコミュニ
ティづくりに邁進します。

北青山一丁目アパート3・4号棟自治会　大石 一義 会長　談

地元住民の会員数より企業の会員数が多く、会員全員が顔を合わせる機
会がなかなかありません。そのような中、まずは「地域の情報共有を」と考え、
年に6～7回程度町内会報を発行しています。会報は文字ばかりでは味気な
いと考え、写真を多く掲載するなど、読みやすさを第一に考えています。最近
は、年に1度懇親会を行い、会員同士顔を合わせ、親睦を深めています。会員
相互の交流方法についてはまだ手探りですが、町会が一体化するよう、今後
も活動していきたいと思います。

赤坂表一二町会　田中 德仁 会長 談

円窓からのぞくフリースペース

 10月に開催した防災講演会の様子

～暖房器具による事故をなくそう～
東京消防庁管内で平成22年中に発生した火災5,086件（治外法権を除

く）のうち暖房器具に関連する火災は127件で、全体の2.5％を占めていま
す。そのほとんどが、可燃物の接触や使用中の給油など、不注意や誤った取
扱いによるものでした。暖房器具からの火災を防ぐためには、まず、火災の
実態を知るとともに、取扱説明書などをよく読み、器具の正しい取扱いや
管理が大切です。暖房器具の使用頻度が高いこの時期に、安全な取扱方法
についての知識を深めましょう。

❶衣類などの可燃物の近くで使用しない
・ストーブの上で洗濯物を乾燥すると、落下した時、
火災となるおそれがあるのでやめましょう。

・カーテンや衣類・布団・ふすまなどのそばでは使用
しないようにしましょう。

❷エアゾール缶などをストーブ・ファンヒータの上やそばには置かない
・エアゾール缶などをストーブやファンヒータなどの暖房器具の上や近く
に放置していると、放射熱で過熱され、缶の内圧が上昇して破裂し、漏れた
ガスに引火するおそれがあるので絶対にやめましょう。

❸寝るときや外出するときには必ず火を消す
・布団などが接触して火災となるおそれがあるので、寝るときや外出すると
きは暖房器具のスイッチを切る習慣を身につけましょう。

・長期間使用しないときは、誤ってスイッチが入ることを防ぐためにコンセ
ントを抜きましょう。また、収納するときは、電池を抜きましょう。

❹石油ストーブ等のカートリッジタンクの口金は確実に締まったこと
を確認してからセットする
・給油時は必ず消火し、火が消えたことを確かめてから給油しましょう。
・カートリッジタンクへの給油は、石油ストーブ等とは別の場所・火気のな
い場所で行いましょう。

・給油後は、火気のないところで一度カートリッジタンクをひっくり返し、
カートリッジタンクから灯油が漏れないことを確認してからセットしま
しょう。また、漏れてしまった油は、よく拭き取りましょう。

再生紙を使用しています

「MYタウン赤坂青山」は、地域の人が自ら企画・取材し、編集する地域情報誌です
赤坂青山の身近で魅力ある情報の発信を目指します

この情報誌についてのご意見等ございましたら、ご一報ください。
赤坂地区総合支所協働推進課

電話 : 03-5413-7013　 FAX : 03-5413-2019

  　　未来に向け共存できるまち  赤坂・青山　
  　　  　～コミュニケーションを育むまち～　　
「地域事業」とは…
地域の課題を地域で解決し、地域の魅力をより高めるため、赤坂地区総
合支所が、地区版基本計画を策定する上で、区民参画組織からの提言を
踏まえ創出した６事業です。基本構想・基本計画と同様に、３つの分野（「か
がやくまち」「にぎわうまち」「はぐくむまち」）に分類しています。今回はそ
の中の『かがやくまち』の中から2つ紹介します。

●かがやくまち（街づくり・環境）

①企業等と連携した防災行動計画の作成
東日本大震災を踏まえ、滞留者・帰宅困難者対策を中心とした「防災
行動計画」について、企業や教育機関等と連携して検討します。
赤坂・青山地区の企業・教育機関等が参画する「赤坂・青山会議」や、
地区内の事業所による滞留者・帰宅困難者問題解決のための推進協議
会において、「自分たちのまちは自分たちで守る」という「共助」の取組
を進めます。
発災時における企業・教育機関等への協力要請など、地域の防災団
体（赤坂地区防災ネットワーク、青山地区防災協議会）が「赤坂･青山会
議」と連携できる仕組みを検討します。
【平成23年度実施予定内容】 
●9月27日
「事業所向け防災及び滞留者・ 帰宅困難者対策セミナー」開催
●11月16日 
「乃木坂ワーキンググループ」※ 開催 等
※「乃木坂ワーキンググループ」とは、乃木坂駅周辺事業所や鉄道事業
者、警察・消防による「共助」の取り組みです。

②区民とともにつくる
　魅力ある歩行空間整備事業
地域住民、来街者などの通行者から課題や改善内容についての意
見をいただき、検証しながら、通行者に安心で快適な魅力ある歩行空
間とするため、道路を整備します。
【平成23年度実施予定内容】 
●整備対象路線（高樹町通り〈骨董通り〉）の歩道状況の確認
●通行者への聞き取り調査等

赤坂地区総合支所が独自に取り組む
地域事業について紹介します

第4回
●お問い合わせ／協働推進課 協働推進係　電話：03-5413-7272

町会・自治会に加入しましょう！

赤坂・青山の町会・自治会のことを
　     地域で活躍しているひとにききました

地域の人が
つくる

●お問い合わせ／赤坂消防署　電話 ： 03-3478-0119

事務局長  大友正弘さん
「どんどん国際交流スペース
を利用してください」

近隣在住の高校生：カメラを向
けると緊張してポーズ

●お問い合わせ／赤坂地区総合支所まちづくり推進担当
　　　　　　　  電話 ： 03-5413-7038

「私は絶対大丈夫！！」
そう言う人ほどだまされやすい!!

事業所向け防災及び滞留者・帰宅困難者対策セミナー

個人が義援金を寄附した場合の個人住民税
「ふるさと寄附金」制度について
一個人の方が、市区町村や都道府県に対して2,000円（平成24年
度分の個人住民税から適用）を超える寄附をした場合、一定額を上
限として、個人住民税の税額控除が受けられます。
東日本大震災に係る義援金については、直接、被害を受けた地方自
治体に対して寄附した場合に加え、団体を経由して地方自治体に寄附
した場合も、ふるさと寄附金の制度の適用を受けることができます。
個人住民税の税額控除を受けるには、所得税の確定申告が必要で
す。領収書や払込控え等は大切に保管してください。

港区在住・在勤者の方に通年開放しています！
【所在地】 港区赤坂8丁目13番29号
　　   電話：03-3404-2943（プール開放時に通話できます）

【利用日および利用時間】 

開放時間は学校行事等により変更がございますので、プール備付けの
開放予定表でご確認ください。また、開放予定表は、区のホームページ
または各公共施設でご覧いただけます。 
【利用料金】 1回2時間以内の料金です。

第1・3日曜日は、区民無料公開日
です。（登録証をお持ちください）
第2・4土曜日は、小・中学生無料
公開日です。

【対象】 
区内在住・在勤者で個人登録証をお持ちの人（中学生以下は不要）
※登録証はプール受付で作成できます。在住・在勤の証明ができるも
のをお持ちください。

詳しくは、区のホームページをご覧いただくか、下記までお問い合わ
せください。
●お問い合わせ／
　教育委員会事務局生涯学習推進課スポーツ振興係
　電話 ： ０３-３５７８-２７４７
　区のホームページ  http://www.city.minato.tokyo.jp/

都税についてのお知らせ

赤坂小学校屋内プール開放

藤島武二《黒扇》1908-09年
石橋財団ブリヂストン美術館蔵

赤坂小学校屋内プール

暖房器具からの火災を防ぐポイント

在宅時でも留守番電話にしておけば
被害に遭わず 安心です留守番電話大作戦

港区総合防災訓練（赤坂会場）が実施されました
11月6日（日曜）港区立赤坂中学校において、港区総合防災訓練（赤坂会
場）を実施しました。
今年度は、東日本大震災の影響で皆さんの関心も高く、赤坂・青山地区

にお住まいの方を中心に近年最多の1,005名の方が訓練に参加しました。

● 会場訓練
首都直下型地震の発生を想定し、震災下で必要となる適切な災害対応
力を身に付けます。

● 救助活動演技、消火活動演技 
警察署、消防署、消防団、災害時支援ボランティアによる救助活動演技

と事業所自衛消防隊（TBS、ANAインターコンチネンタルホテル）による消
火活動演技が披露されました。

● 発災対応型訓練（南北青山ニ丁目町会）
町会内で身の回りのものを用いて災害時の対処法を学ぶ、会場外訓練
です。会場訓練に先立ち実施されました。

地震の発生を未然に防ぐことはできませんが、十分な備えをすること
で被害を最小限にとどめることができます。また、日頃からの「顔見知り」
の関係は災害時に大きな力となります。防災訓練をはじめ、地域の行事に
積極的に参加し、ご近所付き合いを深めておきましょう。

訓練会場のようす 消火器の使い方を身に付けます

応急救護処置方法を習得します アルファ米と豚汁を炊き出しました

警備犬も出動しました
（救助活動演技）

日頃の訓練成果を披露しました
（消火活動演技）

赤坂消防署指導のもとで実施されました 毛布を利用して担架を作ります

ニューイヤーパーティ2012
2012年1月21日（土）12：30-15：00
於　白金台いきいきプラザ（港区白金台4-8-5）

イベント
告知

カートリッジタンクへの給油 正しい手順

●お問い合わせ／東京都主税局課税部課税指導課個人事業税係
　　　　　　　 　電話 ： 03-5388-2956



※ご近所におすすめのギャラリーがあればお知らせください。

L　 ギャラリー5610
日本のグラフィックデザイナーの草
分けとして有名な河野鷹思氏のデザ
イン事務所「デスカ」（designers kono 
associates DESKA）が、昭和47年に開い
たことが始まり。事務所の住所から、ギャ
ラリーを5610と名付けられました。毎年
開かれる河野氏の作品展は必見。今な
お新鮮な驚きを味わうことができます。

 南青山5-6-10　　  11時～18時　　  日・祝　　  3407-5610

I　  H.A.C  GALLERY
「文化の発信地として、新しい発見や出会
いがあふれる空間の提案をしてゆきたい」
とのコンセプトで国内外の様々なアーティ
ストを紹介。青山通りを隔てて外苑銀杏並
木を望む立地は「アート」鑑賞の場に最適で
す。静かな階段を降りていくと地下には柔
らかい光に包まれた作品たちの世界が待っ
ています。

 南青山2-11-15 セピア絵画館B1F　　  10時～18時または11時～19時
 不定休　　  5772-6225

青山通りに都電が走っていた頃、もり蕎麦が25円、煙草
（ピース）が40円、週刊誌が30円、新聞が7円の時代、東京オリ
ンピックに沸いたおよそ50年前には、青山通りに「ムラバヤシ
ギャラリー」が1軒ありました。
今、赤坂青山には、たくさんのギャラリーが集まってきてい

ます。ざっと調べただけでも60軒以上のギャラリーがありま
した。路地にひっそりとたたずむギャラリーもあります。これ
ほどのギャラリーが赤坂青山に集まるのは、色々な理由がある
からだと思いますが、多くのクリエーターや地域の方々の大切
なコミュニケーションの場となっているようです。
この機会に、あなたが住んでいる近くのギャラリーに足を伸

ばしてみてはいかがでしょうか。

A　 ギャラリーJ
ジ ー

y
青山にオーナー木座間さんのこだわりの
空間があります。白い壁と黒い床、ひとつの
小窓を囲むように、写真が並び、不思議な世
界が広がります。作品鑑賞のあとの余韻を
感じてほしいと裏通りにギャラリーを開い
たのは16年前。時の流れに街は変化しまし
たが、Jyには変わらない出会いのシーンが
あります。

 北青山2-12-23　　  12時～19時　　  月　　  3479-6422

赤坂青山
ギャラリーマップ

B　 ギャラリー・クリ8
エイト

外苑前のスタジアム通りに面したビル
の2階、クリエイトのオーナー小山さんは、
「40年のデザインの制作会社を通じ、多く
の若いデザイナーの発表の場を提供した
いと思って、このギャラリーを作った」。最
近では多摩美術大学の52年前の同期生和
田誠さんらを中心に「マイウェイ展」でにぎ
わった。

 北青山2-7-26 メゾン青山2F　　  11時～19時（最終日は17時まで）　
 会期中無休　　  3405-1601

C　 ギャラリー山陽堂
谷内六郎の壁画が目印の山陽堂は、今年

120周年を迎えたのを機に、ギャラリーの
ある本屋になりました。青山に本社があっ
たVANの創始者・石津謙介氏の生誕100年
展などこの地に縁の深い企画は明治24年
から続く老舗書店ならでは。「まちが好き
になる、愛着の持てる内容を企画していき
ます」（遠山秀子取締役）。
 北青山3-5-22 2F3F 　  11時～19時（土

は17時まで）　　  日・祝　　  3401-1309

D　 すぺぃす けい
国内外の絵本を多数揃えて、美術、音楽、
文化芸術を通じて心を育みたいと「すみっ
こ文庫」を立ち上げたオーナーの荒澤さん。
地域の皆さんに「いつもで気軽に寄ってい
ただきたい」と落ち着いた庭と昭和の空間
を提供しています。このギャラリーで心身
とも成長し、育った子どもたちも多いです。

 南青山1-19-2　　  9時～21時　　  なし　　  3408-3161

 2   ギャラリーハウスマヤ
 北青山2-10-26　  3402-9849

 3   オリエアート・ギャラリー
 北青山2-9-16 AAビル1F
 5772-5801

 1   美術波
 北青山2-12-27　  3403-4160

 4   ギャラリーコンセプト21
 北青山3-15-16
 3406-0466

特集 E　 画廊くにまつ
銀座の画廊で13年修行した後、昨年9月、青

山にオープン。京都の「画廊くにまつ」（実家）や
修行をした銀座のギャラリーがどちらかといえ
ば年配の方々が中心でしたので、比較的若い世
代の方の紹介をしていきたい。現在2ヶ月に1回
の企画展を将来的には月1回に、さらに海外の
作家さんも紹介していきたいとのことです。
 南青山2-10-14 アオヤマアネックス1F
 11時～18時30分（土・日・祝は17時まで）
 不定期　　  3470-5200

F　 ギャラリー・リスティ青山
デンマークをこよなく愛しているオー
ナーの内籐さんが主宰する「リスティ青山」
は、純白で清潔感がある北欧の雰囲気の
ギャラリーです。岐阜県現代陶芸美術館で
も展示されたアールヌーボー期におけるロ
イヤルコペンハーゲン等の陶磁器を展示す
るなどクオリティの高さがうかがえます。

 南青山2-27-11 ヒルトップ青山1F 　  11時～19時  　  水  　  6411-4446

G　イチーズギャラリー
イチョウ並木を目前に望む白い空間の貸

しギャラリー。元は能面と飛騨一位一刀彫
の専門店であったことから、薪能の主催や
工芸の保存・継承へも取り組んでいます。昨
年は環境と文化の関わりをテーマに「土地
の記憶プロジェクト」を青山商店会の活動
として発表。港区長賞、みどり東京地球温暖
化防止プログラム準グランプリを受賞。

 南青山2-11-14 イチーズビル3F　  10時～19時  　  なし  　  3401-2247

H　 ギャラリーSPACEKIDS
緑のゲートを通り抜け、ギャラリーの入

口にたどりつく。個性的なたたずまいで大
都会の雑踏を忘れさせてくれる一軒家ギャ
ラリー。ギャラリーという中庭にふさわし
いアートの空間で、オーナーの高安さんが、
若いアーティストを確実に育てていかれる
ように思われました。

 南青山2-7-9　　  12時～20時　　  月　　  3423-2092

J　 ギャラリー2104
青山通りから一歩入った住宅街に佇む緑

に囲まれた空間はオーナーの藤田氏が自宅
の一部を改装したもの。様々な芸術分野の
風趣に富む展覧会が催され、テラスには訪
れる人の笑顔と語らいが溢れます。年に数
回開かれる常設展ではオーナーのお父様の
油絵の展示も。親しい気持ちで訪ねたくな
る場所です。

 南青山2-10-4　　  11時～19時（最終日17時）　　  月　　  5411-2104

K　 ときの忘れもの
たくさんの人が集い、そしてそこで暮ら
す人々の息吹をも感じる事ができる街。こ
こ青山にギャラリーが多く集まるのは当然
の事であると綿貫不二夫オーナー。外苑西
通りを一歩入ると、都会の真ん中とは思え
ない静寂に包まれる……どこかへ置き忘れ
ていたかもしれない大切な何かがまた見つ
かるかもしれません。毎月企画展を開催。

 南青山3-3-3 青山CUBE101号　　  12時～19時
 日・月・祝（企画展開催期間は無休）・年末年始　　  3470-2631

M　始弘画廊
「この地で文化に貢献したいと思いまし
た」と代表の平山幹子さん。昭和62年、一軒
家を現在のビルに新築した際に作った空間
です。「画廊といえば銀座。お客さんが、わ
ざわざ青山に来て良かったと思ってもらえ
ることが開廊時のコンセプト。本物に触れ、
心眼を深めてほしい。気負わずに入ってく
ださいね」

 南青山5-7-23 始弘ビルB1F  　  11時～19時  　  日・祝  　  3400-0875

N　スパイラル
2010年に25周年を迎えたスパイラル

は、「生活とアートの融合」をテーマに、
ジャンルを超えた芸術、アートに触れる場
として、コンテンポラリーな文化情報の発
信を行っています。アルミパネルとガラス
によって構成された、建築家・槇文彦先生の
設計の建築も見どころのひとつです。
 南青山5-6-23　　  10時～20時　　
 なし（年末年始・夏期閉廊あり）
 3498-1171

O　Carré MOJI
「これが書？」躍動する線と余白美、墨か
ら広がる風景、モダンデザイン。現代の生活
様式においても楽しめる、インテリアとし
ての書のギャラリーを2002年にオープン。
書家でもあるオーナーの植野文隆氏が求め
たのはファッション・アートの発信地、青山
でした。厳選12人の書家が「観る人」の為に
伝統美と感性の世界を創り出します。

 南青山5-11-24 3F　　  11時30分～19時　　  日　　  5766-7120

P　 とらや東京ミッドタウン店
ここは気軽に入れるギャラリー。とらや
東京ミッドタウン店では、年に4回程の企画
展を開催しています。「今までの展示の中
で、3年前の『唐紙の美』は水や光を使った大
作で、今も心に残っています」と語るギャラ
リーの篠原ともみさん。洗練されたクール
な空間と和菓子。12月15日からの「祝いの
樹花－松竹梅と桃－」も楽しみです。

 赤坂9-7-4　　  11時～21時　　  なし（元日を除く）　　  5413-3541

Q　ぎゃらりー小川
陶芸から染織、漆芸やガラス工芸、ジュ

エリーまで、工芸やハンドクラフトを主に
展示・販売する貸ギャラリー。主として月曜
日から土曜日の6日間のサイクルで展示が
変わります。憧れのライフスタイルを実現
するモダンテイストの一品を紹介していま
す。赤坂みやげに、大切な方への
贈り物やギフトにも最高です。

 赤坂3-12-22　　  11時～20時（展示により変更有）　　
 日・祝　　  3584-1765

R　 TOTOギャラリー・間
人間・時間・空間それぞれの間合いという、日

本特有の概念を表象して名称とした「TOTO
ギャラリー・間（GALLERY・MA）」。TOTOの社会貢
献活動の柱として建築とデザインの専門ギャラ
リーをめざし1985年10月に開設。質の高い情報
発信地として国内外の建築家やデザイナーの思
想・哲学を伝える展覧会などを開催しています。
 南青山1-24-3 TOTO乃木坂ビル3F
 11時～18時（金のみ19時まで）
 日・月・祝　　  3402-1010

S　 （株）古美術ながの
「古美術ながの」は、創業以来100年を超
す赤坂の古美術店。今年、店舗新装に伴い、
古美術だけでなく現代美術の展示もできる
空間を作ろうと考えたのが、現在のギャラ
リーです。「温故知新」、古美術を見ている
と現代美術の感性が良く分かります。個展
開催中には作家がいる日もあります。お気
軽にお立ち寄りください。

 赤坂2-23-1 アークヒルズフロントタワー1F　　  11時～19時　　  日・祝
 3583-4379

T　 うつわ楓
「人は食べることが大切。盛り付ける器に
よっても食事の楽しみが違う」とオーナーの
島田さんのうつわを愛する気持ちが感じら
れました。ギャラリーにいらしてくださる方
に、ほっとしていただきたいと、穏やかでく
つろげる空間の中、食器だけではなく、花器
としての「うつわ」の存在も提供しています。

 南青山3-5-5　　  11時～19時　　  火・祝　　  3402-8110

U　 今右衛門
「橘」は黄金の実で富の象徴、「石榴」は子
孫繁栄と絵柄に物語があることでお客様
の心を捉える「今右衛門」の作品を展示して
います。十四代「今右衛門」というと敷居が
高く感じられますが、オーナーの今泉さん
の親切な解説で、気軽にお茶を飲みながら、
陶芸の楽しさにふれることができるギャラ
リーです。

 南青山2-6-5　　  9時～18時　　  日・祝　　  3401-3441

V　 スペース・ユイ
オーナーの木村さんの「ギャラリーを開

いて30年たった今でも、多くの人に知って
もらうことは難しい。地域の方も気軽に来
ていただきたい」と話されたのが印象的で
した。デザイナー、イラストレーターの間で
大変有名。多くの作家を育てています。オー
ナーのセンスが光るモダンで独創的なギャ
ラリーです。

 南青山3-4-11 ハヤカワビル1F　　  11時～19時　　  日　　  3479-5889

W　ギャラリーcomo
オーナーの太田さんはライターとして多

くの工芸家の取材を通じ、沖縄の民具に興
味を持ち、皆様にご紹介したいということ
でギャラリーを開きました。食事会を開催
し、大人の遊び場を提供しています。ご姉妹
のお母様は青山小学校の1期生で、ご家族
で青山を愛する気持ちはギャラリーにも表
れています。

 南青山4-7-7　　  12時～19時（最終日は17時まで）　　  会期中無休
 3470-0019

X　 べにや民芸店
オーナーの奥村さんが収集した懐かしい
民芸品の空間の中、「使っていただくこと
で器も育っていく」と生活の中で活かせる
民芸品を提供して、若い作家も大勢育って
います。日本人が古くから親しんでいる民
芸の中にいると、時間を忘れ、先人の思いに
ふれることができる場を提供したいと考え
ています。

 南青山2-7-1 ホームズ飛騨1F　　  10時～17時　　  水　　  5875-3261

 5   アートスペース リビーナ
 北青山3-5-25　  3401-0629

 6   桃林堂画廊
 北青山3-6-12 みずほ銀行ビル1F
 3400-8703

 7   ラ・メゾン
 北青山3-10-2　  3406-6334

 8   ギャラリーかんかん青山
 北青山3-9-5 岡本ビル1F
 3499-1910

 9   彩
さい
ギャラリー

 南青山1-10-5 彩青山ビル4F
 3408-7189

10  neutron tokyo
 南青山2-17-14　  3402-3021

11  A.G.A.ギャラリー
 南青山3-12-11 ボワゼ青山B1F
 3402-6015

12  ギャラリー鏤
る び
美

 南青山3-5-4-101
 3405-8859

13  RAT HOLE GALLERY
 南青山5-5-3 B1F　  6419-3581

14  ビリケンギャラリー
 南青山5-17-6-101　  3400-2214

15  ラトゥリエ
 南青山5-17-6-102　  3486-5343

16  ピンポイントギャラリー
 南青山5-10-1 双葉ビルB1F
 3409-8268

17  蔦サロン
 南青山5-11-20
 3400-9551（お問い合わせ）

　 3049-8645（会場直通）

18  グラスギャラリーカラニス
 南青山5-3-10 FROM-1st 206
 3406-1440

19  みの美術店
 南青山5-11-1　  3400-9269

20  ギャルリーワッツ
 南青山5-4-44 ラポール南青山103
 3499-2662

21  エスパスOHARA
 南青山5-7-17 小原流会館B2
 3499-1205

22  （株）ぎゃらりー自在堂
 南青山5-13-1 アンリビル3F
 3498-1468

23  新生堂
 南青山5-4-30　  3498-8383

24  備前焼ギャラリー青山
 南青山6-1-6 パレス青山206
 3797-4039

25  南青山「土
ど か
火」現代美術

 南青山7-1-12　  3407-3477

26  ギャラリー・アートアンリミテッド
 南青山1-26-4 六本木ダイヤビル3F
 6805-5280

27  サロンドフルール
 南青山5-7-25 ラ・フルール南青山1F
 5485-8748

28  酉
ゆうふく
福ギャラリー

 南青山2-6-12 アヌシー青山1F
 5411-2900

29  Gallery EGG
 南青山1-15-26 紙音館B1F
 5414-3356

30  プリズミックギャラリー
 南青山4-1-9 秋元南青山ビル5F
 5770-4751

31  ギャラリー石
せきりゅう
榴南青山ルーム

 南青山1-11-39 1139南青山2F
 6438-9690

32  カナダ大使館高円宮記念ギャラリー
 赤坂7-3-38　  5412-6200

33  フジフイルム スクエア
 赤坂9-7-3　  6271-3350

34  東京ミッドタウン・デザインハブ
 赤坂9-7-1 ミッドタウン・タワー5Ｆ
 6743-3776

その他のギャラリー

35  柿右衛門ギャラリー
 赤坂6-19-44　  3586-3841

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

  

 

  

  

 

  

  

 

  

 

  

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 


